
【取組内容①】 『学びの手引き』を提示し、生徒主体の授業へ

岡山県立林野高等学校（岡山県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

〇内容
・ Google Classroom を活用して生徒に『学びの手引き』
を示し、授業の初めに全員で確認する
・『学びの手引き』の内容は、単元の目標、本時の目標、授
業の流れ、授業の資料、ルーブリック など
・授業後に、板書などの写真を追加でアップロードすることも可
能（授業の記録として）

〇工夫点
・教師は、毎時間投稿し、授業の入り口とする
・生徒が個々に取り組むコンテンツや学び合いができるコンテン
ツをアップロード（例：考えや意見の共有・整理・ブラッシュアッ
プ、レポートやスライド作成 など）
・他者が何をしているのかわかるようにしておく
・評価基準、評価も共有する

〇効果
・手軽に始められる授業改善
・複線型授業において、生徒は方向性を見失うことなく、各々
のペースで学びを進めていくことができる
・指導と評価の一体化につながる

▶『学びの手引き』の例


